
皆さま、こんにちは。蛭川でございます。

本日は大変お忙しい中、2022年第2四半期決算説明会にご参加頂き、誠に有難うございます。

2022年第2四半期決算と業績予想についてご説明します。



2ページ目は、2Q決算のポイントになります。

売上は、製品の供給不足の影響を受けたこと等によりエリアセグメントで減収となりましたが、コンスーマセグ
メント、エンタープライズセグメント、プロフェッショナルセグメントで増収となり、6%増の1,425億円となりまし
た。

営業利益は、 IT費用等の販管費が増加したことによりコンスーマセグメントで減益となりましたが、エンター
プライズセグメント、エリアセグメント、プロフェッショナルセグメントで増益となり、30億円増益の130億円とな
りました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、23億円増益の93億円となりました。

セグメントごとの詳細につきましては、この後ご説明いたします。



3ページ目は、2Qの業績サマリーです。

2022年2Qは営業利益、経常利益、純利益において、2Qでの過去最高の数値を更新することが出来ま
した。



続いて4ページ目は、2Qの営業利益分析です。

売上の増加に伴い荒利が27億円増加しております。
コンスーマセグメントにおいて前年同期にインクジェットプリンターの高単価製品の売上構成比が高まっていたこ
との反動等により、荒利率が若干悪化いたしました。

販管費につきましては、人件費のうち退職給付費用が減少したこと等により、6億円減少しております。

なお、第2四半期の販管費の詳細は23ページの「販管費の内訳」をご参照ください。



5ページ目は、2Qのセグメント別の実績概要です。
エンタープライズセグメント、プロフェッショナルセグメントで大幅な増収増益となっております。



6ページ目からは、累計の実績です。

2022年上期は、仕入れ価格や物流費等の高騰、製品の供給制約が継続する中において、
適切なコストコントロールと
ITソリューションを中心に提案力を強化し荒利率を上げた結果、
営業利益、経常利益、純利益において、上期の過去最高の数値を更新することが出来ました。



7ページ目は上期の営業利益分析です。

売上の増加に伴い荒利が51億円増加したことに加え、エンタープライズセグメント、エリアセグメント、プロフェッ
ショナルセグメントで荒利率が好転したことにより6億円増加しました。

販管費につきましては、人件費のうち退職給付費用が減少したこと等により、16億円減少しております。

なお、第2四半期累計の販管費の詳細は24ページの「販管費の内訳」をご参照ください。



8ページ目は、上期のセグメント別の実績概要です。
エンタープライズセグメント、プロフェッショナルセグメントで大幅な増収増益となっております。



続いて9ページ目からは、セグメント別の実績をご説明します。まずはコンスーマセグメントのご説明です。

2Qの売上は、インクジェットプリンターやコンパクトデジタルカメラは減少となったものの、レンズ交換式デジタルカ
メラやITプロダクト等の増加により、対前年3％増の315億円となりました。営業利益は、引き続き高単価な
RFレンズが好調に推移しているものの、IT費用等の販管費が増加したこと等により、対前年2億円減益の35
億円となりました。

（レンズ交換式デジタルカメラ）
レンズ交換式デジタルカメラについては、6月に発売した新製品「EOS R7」が好調に推移する等、EOS Rシス
テム搭載のミラーレスカメラが好調に推移し、対前年プラス3%となりました。また、交換レンズについても、ミラー
レスカメラのEOS Rシリーズのユーザーが増加していることにより、RFレンズを中心に好調に推移しました。

（インクジェットプリンター）
インクジェットプリンターについては、製品の供給が戻りつつあるものの、一部不足している製品もあり、台数は
前年並みとなりました。
インクカートリッジについては、４月の価格改定を見据えた駆け込み需要の反動等もあり、売上は減少しまし
た。

（ITプロダクト）
ITプロダクトは、eスポーツ市場の拡大を背景にゲーミングPCが増加していることや、
PCの周辺機器等の一部商品において供給が回復していることから、売上は増加しました。



10ページ目は、エンタープライズセグメントのご説明です。

2Qの売上は、製品の供給不足の影響によりビジネス機器は減少しましたが、ITソリューションが増加したこと
により、対前年11%増の494億円となりました。
営業利益は、ITソリューションを中心とした売上増加に伴う荒利の増加に加え、高付加価値な製品やサー
ビスの拡大による荒利率の向上により、対前年14億円増益の41億円となりました。

（ビジネス機器他）
主要ビジネス機器の状況については、製品の供給不足の影響を受け、オフィスMFPの売上は減少したもの
の、レーザープリンターについては、大型案件の獲得により、売上は大幅に増加しました 。オフィスMFPの保
守サービスについては、大手企業を中心にテレワークが継続し、オフィスにおけるプリントボリュームが減少した
ことにより、売上は減少しました。一方、レーザープリンターカートリッジについては、金融業向けが比較的堅調
に推移し、売上は増加しました。
これらの結果、「ビジネス機器他」全体の売上は、対前年マイナス1%となりました。

（ITソリューション）
ITソリューションについては、製造業向けや金融業向けのSI案件が増加したことに加え、セキュリティやデータ
センター2号棟の売上が順調に推移したこと等により、売上は対前年プラス16%となりました。

（キヤノンITソリューションズ実績／売上高・受注残高）
主要関係会社のキヤノンITソリューションズの売上は対前年16%増の273億円、営業利益は対前年6億
円増の27億円となりました。

受注高は、製造業向けや金融業向けのSI案件が順調に推移したことに加え、データセンター2号棟の案件
等が増加したことにより、対前年19%の増加となりました。
また、受注残高については、受注高と同様の傾向であることに加え、昨年受注したデータセンター2号棟の案
件の影響等により、対前年34%の増加となっております。



11ページ目は、エリアセグメントのご説明です。

2Qの売上は、ITソリューションが順調に推移したものの、ビジネス機器が供給不足の影響を受け減少したこと等により、
売上は対前年2％減の556億円となりました。
一方で、営業利益は、ITソリューションを中心に、高付加価値な製品・サービスの拡大による荒利率の向上、販管費
の削減に努めたことにより、対前年7億円増益の40億円となりました。

（ビジネス機器他）
主要ビジネス機器の状況については、製品の供給不足の影響を受け、オフィスMFP、レーザープリンターの売上は減少
しました。オフィスMFPの保守サービスについては、引き続き大都市圏を中心にテレワークが継続したこと等により、オフィ
スにおけるプリントボリュームが減少し、売上は減少しました。レーザープリンターカートリッジについては、4月の価格改定
を見据えた駆け込み需要が1Qにあった反動により、売上は減少しました。
これらの結果、「ビジネス機器他」全体の売上は、対前年マイナス5％となりました。

（ITソリューション）
ITソリューションについては、標的型攻撃やフィッシングなど情報セキュリティに対する脅威が高まっていることを背景に、
IT支援クラウドサービス「HOME」やウイルス対策ソフト「ESET」等のセキュリティが好調に推移しました。また、お客さま
のIT機器等の保守や運用サービスの獲得に注力し、受注件数が増加しました。これらの結果、「ITソリューション」全
体の売上は、対前年プラス5%となりました。

（キヤノンシステムアンドサポート実績）
主要関係会社のキヤノンシステムアンドサポートの売上は、対前年2%減の242億円となりました。営業利益は高付
加価値な製品・サービスの構成比を高めたことによる荒利の増加により、対前年4億円増の11億円となりました。

＊エリアここまで
<ネットワークカメラ> 
なお、「補足資料」に記載されております、グループトータルのネットワークカメラの2Q実績につきましては、一部製品で
引き続き供給不足の影響を受けている状況ですが、依然として人との接触を避けた遠隔での映像の利活用のニーズ
が高いことから、 売上は対前年で18％増となりました。



12ページ目は、プロフェッショナルセグメントのご説明です。

2Qの売上は、全てのサブセグメントにおいて増収となり、対前年39％増の111億円となりました。営業利益
についても、売上増加に伴う荒利の増加や販管費の削減により、対前年10億円増益の19億円となりまし
た。

（プロダクションプリンティング）
プロダクションプリンティングについては、プリントボリューム低下に伴い消耗品販売が減少したものの、製造業を
中心に投資が活発化していることを背景に、CAD用途のワイドフォーマットプリンターが好調に推移したこと等
により、売上は前年同期並みとなりました。
主要関係会社であるキヤノンプロダクションプリンティングシステムズの売上は対前年微増の21億円となりまし
た。営業利益は、販管費の削減により、対前年1千万円増の1億円となりました。

なお、お手元の補足資料の「ビジネス機器」の下から2行目に、プロダクションプリンティングに他セグメントの売
上となっているプロダクションプリンタービジネスを加えた「商業印刷」として記載しております。
2Qの「商業印刷」は、プラス1％となりました。

（産業機器）
産業機器については、国内の半導体メーカーの投資が引き続き活発であることを背景に、半導体製造関連
装置や保守サービスが好調に推移しました。また、一部の案件が前倒しとなった影響もあり、売上は対前年
でプラス66%と大幅な増加となりました。

（ヘルスケア）
ヘルスケアについては、病院向けの電子カルテおよび医療IT基盤の構築等にかかる複数の案件に加え、診
療所や調剤薬局向けにオンライン資格確認の導入案件があったこと等により、売上は対前年でプラス20%
と大幅な増加となりました。



13ページ目は、グループトータルのITソリューション売上です。

2022年より、一部商品事業の組替を行っており、2021年実績についても、その影響の組替を行っておりま
す。

2Qの実績についてご説明します。

セグメント別の、エンタープライズ、エリアの状況については、セグメント情報でお伝えしている通りです。その他
については、コンスーマでITプロダクトが増加したことに加え、ヘルスケアで病院や診療所向けに電子カルテお
よび医療IT基盤の構築にかかる複数の案件があったことにより、その他全体では、大幅な増収となりました。

続いて、商品・ソリューション別の状況についてご説明します。

「SIサービス」については、キヤノンITソリューションズで製造業向けや金融業向けのSI案件が、ヘルスケアで
電子カルテの案件が好調に推移していることから、大幅な増収となりました。

「保守・運用サービス/アウトソーシング」については、エンタープライズでは、データセンター2号棟の案件やシス
テムの保守・運用が拡大していることにより、好調に推移しております。また、エリアでは、引き続き注力してい
るIT保守が堅調に推移したことにより、全体で大幅な増収となりました。

「システム販売・ITプロダクト」については、一部の商品において、半導体不足による商品供給不足の影響
を受けたものの、エンタープライズ、エリアで「ESET」等のセキュリティが好調に推移したことにより、大幅な増
収となりました。



14ページ目は、業績予想サマリーです。

当社はこれまで、提案力の強化に注力し、高付加価値な製品・サービスの比率を上げ、荒利率を向上さ
せると共に、販管費の削減に取り組み、より筋肉質な体質への転換を図ってまいりました。

上期はその取り組みの成果もあり、荒利率の向上と販管費の削減を実現し、大幅な増益を達成すること
ができました。

下期についても、この取り組みを継続し、ITソリューションの利益ある成長を加速させるとともに、供給が回
復するキヤノン製品の拡販にも注力いたします。

一方で、昨年から継続している半導体や物流費の高騰、そしてウクライナ情勢の影響による原材料価格の
高騰にも適切に対処する必要があります。一部商品では既に販売価格への転嫁を行っておりますが、市場
や商品の特性によっては販売価格への転嫁に時間を要する商品もあります。当社では商品への価格転嫁
を可能な限り前倒しすることに加え、新型コロナウイルス感染症拡大への対策、生産性の向上を目的とし
たIT投資、独自のソリューションを生み出すための投資等、持続的成長を見据えた様々な投資を行ってま
いります。

このような状況を踏まえ、今年度の業績に関しては、
売上を70億円、営業利益を45億円、経常利益を40億円、当期純利益を25億円、
上方修正いたします。

また、この修正に伴い、お手元の「補足資料」についても見直しを行っております。



15ページ目は、セグメント別業績予想を前回公表値と比較したものです。

コンスーマセグメントでEOS Rシステム搭載のミラーレスカメラや交換レンズが、
エンタープライズセグメント、エリアセグメントで付加価値の高いITソリューションが、
プロフェッショナルセグメントで産業機器が、
好調に推移しました。

コンスーマセグメントで売上を45億円
エンタープライズセグメントで売上を15億円、営業利益を24億円
エリアセグメントで営業利益を9億円
プロフェッショナルで売上を10億円、営業利益を12億円

上方修正しております。



16ページ目は、セグメント別業績予想の前年比較です。

コンスーマセグメントは、仕入れ価格の上昇やIT費用の増加により、増収減益となりますが、他セグメントで
は増収増益を計画しております。



17ページ目は、上期までの実績値および下期の業績予想の対前年比較となります。
次に、セグメントごとにご説明します。

まずは、コンスーマセグメントの下期の見通しです。
デジタルカメラについては、新製品の「EOS R7」や「EOS R10」の販売が好調に進むことで、年間の台数は増
加する見通しです。また、交換レンズについても、RFレンズを中心に売上の増加を見込んでおります。
インクジェットプリンターについては、製品の供給が回復してくることから、台数は増加する見通しです。インクカート
リッジについては、カラープリントの減少等による市場の縮小に伴い減少すると見込んでおります。
ITプロダクトについては、eスポーツ市場の拡大を背景にゲーミングPCが引き続き増加することに加え、PCの周辺
機器等の売上の増加を見込んでおります。
営業利益については、仕入れ価格の上昇に加え、市場全体で供給制約の緩和が想定されることから、販売促
進費が増加することやIT費用の増加等により、減益を見込んでおります。

これらの結果、売上は、下期、年間共に増収を見込んでおります。営業利益については、下期、年間共に減益
の見通しとなっておりますが、5月・7月に発表したEOS Rシリーズの新製品とあわせて、カメラの顧客層別アプ
ローチを強化することで更なる拡販を図ってまいります。

次に、エンタープライズセグメントの下期の見通しです。
主要ビジネス機器については、製品の供給が回復してくることから、オフィスMFP、レーザープリンターの売上は増
加するものの、大手企業を中心にテレワークが継続し、オフィスにおけるプリントボリュームは減少すると見込んで
おります。
ITソリューションについては、製造業、流通業向けのSI案件やデータセンター2号棟の売上が順調に推移する見
込みです。

これらの結果、売上は、下期、年間共に増収を見込んでおります。一方、営業利益については、下期は、仕入
れ価格の上昇、新サービスに関わるソフトウェア開発費や物流費等の販管費の増加、前年にあった複数の
BPO案件の剥落により、減益を見込んでおりますが、年間では増益となる見通しです。



次に、エリアセグメントの下期の見通しです。
主要ビジネス機器については、下期は、製品の供給が回復してくることから、オフィスMFP、レーザープリンター等
は増加する見込みです。
ITソリューションについては、IT支援クラウドサービス「HOME」やウイルス対策ソフト「ESET」等のセキュリティが引
き続き好調に推移すると見込んでおります。営業利益については、仕入れ価格の上昇はあるものの、売上増加
に伴う荒利の増加により、増益となる見通しです。

これらの結果、売上は、下期、年間共に増収を見込んでおります。営業利益についても、好調なITソリューショ
ンの牽引により、下期、年間共に増益となる見通しです。

次に、プロフェッショナルセグメントの下期の見通しです。
プロダクションプリンティングについては、出版用途等でカラーの連帳プリンターが増加することが見込まれます。また、
POPビジネスについても、小売店向けにソフトウェア案件の増加を見込んでおります。
産業機器については、3Q以降に予定していた案件が、上期に前倒しになった影響で減少することを見込んでお
ります。
ヘルスケアについては、電子カルテおよび医療IT基盤の構築等にかかる案件や、オンライン資格確認の導入案
件が引き続き増加することが見込まれます。

これらの結果、プロフェッショナル全体の売上は下期、年間ともに増収を見込んでおります。営業利益については、
下期は、前年に産業機器でサービスや部品の販売が大きく伸びたこと等が影響し、減益を見込んでおりますが、
年間では増益となる見通しです。

次に配当についてご説明いたします。29ページをご覧ください。



こちらは年間の配当予想になります。
今回公表しました業績予想と、これまでの配当性向の実績を踏まえ、一株あたり中間40円、期末40円とし、
年間配当額を75円から、80円に増配することといたしました。



最後に、本日ニュースリリースを出しているヘルスケアIT事業強化に向けた再編についてご説明いたします。

本日、当社およびキヤノンITSメディカル、キヤノンメディカルシステムズの3社は、キヤノンメディカルシステムズの
病院情報システム事業における、SI事業をキヤノンITSメディカルに統合することについて、基本合意書を締結
いたしましたのでご報告いたします。

キヤノンITSメディカルは、専門的かつ高度なSIが必要とされる病院向け情報システムのSIを得意としており、今
回の統合により、業務の効率化・生産性の向上を図り、さらなる事業成長を目指します。

なお、統合の時期については決定しておりませんが、2023年の統合を目指して今後3社で具体的な協議を進
めて参ります。



2022年第2四半期決算と業績予想に関するご説明は以上となります。
ありがとうございました。




























